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救急医療

１．患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供します。

２．地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充実に努めます。

３．急性期病院として、関係機関と連携し、地域医療の充実を目指します。

４．地域がん診療連携拠点病院として、機能の充実強化に努めます。

５．臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた医師の育成に努めます。

６．地域医療支援病院として、地域の医療人の教育研修の充実強化に努めます。
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※休診日：日・祝日　診療時間・休診日は診療科目によって異なることや 
　変更になっている場合があります。事前に必ず医院に直接ご確認下さい。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝

9:00〜12:00 ● ● ● ● ● ●

14:30〜18:00 ● ● ● ● ●

医療法人祥淳会　野中医院

野中医院　小屋  淳 院長

公立藤岡総合病院登録医のご紹介

病院の特徴
　当院は、泌尿器科・内科・外科・整形外科・皮膚科を標榜し、地域の「かかりつけ医」として、泌尿器科を中心とした一般
外来診療を行っています。また、在宅医療・往診・施設の訪問診療・産業医・学校医等の業務を行っています。

院長挨拶
　日頃より公立藤岡総合病院には、当院の地域医療連携にご協力頂き、誠にありがとうご
ざいます。
　当院は義父が、昭和28年3月に「野中外科病院」として開設いたしました。その後、平
成4年6月より建物を新築し、名称を「野中医院」と改め、私が継承いたしました。平成
21年4月より娘の智子が診療に加わり、患者様のための医療を目指し、2人体制で診療に
あたっています。
　今後も地域医療発展の一助となれるよう努めてまいりますので、宜しくお願い致します。



　  

救
急
科
っ
て
何
で
す
か
？

　

 

「
救
急
科
」
と
聞
い
て
、
何
が
専
門
な
の
か
疑

問
に
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
は
、
心
肺
停
止
や
多
発
外
傷
症
例
等
の
重

症
患
者
さ
ん
に
対
す
る
救
命
処
置
と
応
急
処
置
の
専

門
科
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
そ
の
様
な
仕
事
も
我
々
の
重
要
な
任
務
で
す

が
、
救
急
科
専
門
医
は
「
初
療
」
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
す
。

　

そ
の
他
、
災
害
医
療
や
各
地
域
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
（
救
急
隊
や
救
急
救
命
士
の
医
療
行
為

や
応
急
処
置
、
搬
送
手
順
等
を
管
理
す
る
事
）
に
関

し
て
も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　  

初
療
っ
て
何
で
す
か
？

　 

「
初
療
」
と
は
「
ど
の
患
者
さ
ん
」
の
「
ど
の
検

査
」
と
「
ど
の
治
療
」
を 

「
ど
の
順
番
」
で
実
施

す
べ
き
か
を
速
や
か
判
断
し
、
そ
れ
を
「
迅
速
に
実

行
」
し
、
病
院
内
の
様
々
な
専
門
医
に
よ
る
診
療
の

必
要
性
の
有
無
を
決
定
す
る
事
で
す
。
正
直
、
大
多

数
の
救
急
患
者
さ
ん
は
、
適
切
な
初
療
が
な
さ
れ
な

く
て
も
大
き
な
差
が
な
い
事
が
多
い
の
は
事
実
で
す
。

し
か
し
、
ご
く
一
部
の
患
者
さ
ん
で
、
初
療
を
間
違

え
な
か
っ
た
事
で
救
わ
れ
る
命
、
あ
る
い
は
初
療
を

誤
っ
た
事
で
失
わ
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
。
各
科
の
医

師
は
そ
の
科
の
「
初
診
」
に
は
慣
れ
て
い
て
も
、
各

症
状/

病
態
の
「
初
療
」
に
は
慣
れ
て
い
な
い
事
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
救
急
科
専
門
医
が
い
ま
す
。

　  

救
急
外
来
を
受
診
す
る
方
法
は
？

　  

救
急
外
来
受
診
を
御
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

待
ち
時
間
の
短
縮
や
専
門
医
師
確
認
の
た
め
に
も
、

必
ず
事
前
に
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま

す
。
病
状
に
よ
り
当
直
医
や
担
当
医
師
が
診
療
可
能

か
否
か
を
判
断
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
（
諸
事
情
に
よ

り
対
応
困
難
な
場
合
に
は
別
医
を
御
案
内
／
御
紹
介

救急科について

　平成28年4月より救急科を新設しました。
今回は特集として、救急科専門医である神戸医師より「救急科」について
説明します。

さ
せ
て
頂
く
事
も
ご
ざ
い
ま
す
） 

毎
週
木
曜
日
に
は
、

群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
か

ら
非
常
勤
医
師
１
名
も
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

休
日
夜
間
帯
の
診
療
は
今
ま
で
通
り
内
科
系
医
師
１

名
、
外
科
系
医
師
１
名
、
産
婦
人
科
医
師
１
名
、
小

児
科
医
師
１
名
（
西
毛
地
区
輪
番
日
の
み
）
、
臨
床

研
修
医
ま
た
は
外
来
セ
ン
タ
ー
医
師
１
名
の
日
当
直

体
制
で
す
。
専
門
的
治
療
を
要
す
る
場
合
は
、
各
科

オ
ン
コ
ー
ル
に
よ
る
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

救
急
外
来
は
、
原
則
的
に
は
緊
急
性
の
あ
る
患
者

さ
ん
を
優
先
的
に
診
療
す
る
外
来
で
す
の
で
、
診
察

や
検
査
等
の
順
番
は
通
常
の
外
来
と
は
異
な
り
、
診

療
の
緊
急
性
の
有
無
に
応
じ
て
変
わ
る
事
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
必
ず
し
も
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

診
療
ま
で
に
お
待
ち
頂
く
事
も
あ
り
ま
す
の
で
御
了

承
下
さ
い
。 

　

緊
急
性
の
な
い
症
状
の
場
合
は
、
適
切
な
救
急
医

療
シ
ス
テ
ム
の
維
持
や
重
症
患
者
さ
ん
に
対
す
る
マ

ン
パ
ワ
ー
確
保
の
た
め
に
も
、
近
医
１
次
医
療
機
関

の
受
診
や
平
日
の
当
院
外
来
セ
ン
タ
ー
の
各
科
専
門

外
来
の
受
診
を
御
検
討
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

夜
間
・
休
日
の
救
急
外
来
で
は
、
緊
急
性
の
低
い
患

者
さ
ん
の
受
診
が
多
い
た
め
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
重

症
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
救
急
医
療
体
制
を
守
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
緊
急
性

の
低
い
患
者
さ
ん
の
受
診
に
は
、
通
常
の
診
療
費
と
は

別
に
時
間
外
特
別
料
金
（
３
，７
８
０
円
）
を
徴
収
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
徴
収
対
象
期
間
は
平
日
の
18
時
か

ら
翌
日
８
時
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

の
終
日
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

是
非
、
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
救
急
の
御
案

内
」、「
救
急
セ
ン
タ
ー
の
御
案
内
」
の
ペ
ー
ジ
も
御
参

照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

１
９
８
５
年
８
月
の
日
航
機
墜
落
事
故

や
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
、

２
０
１
２
年
４
月
の
関
越
道
高
速
バ
ス
事
故

な
ど
、
県
内
外
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
当
院
は
１
９
９
７
年
に
災
害
拠

点
病
院
（
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
指

定
を
受
け
、
災
害
発
生
時
に
は
24
時
間
緊
急

対
応
し
被
災
地
か
ら
多
数
の
傷
病
者
の
受
け

入
れ
と
搬
送
を
行
い
、
さ
ら
に
地
域
の
医
療

機
関
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
災
害
拠
点
病

院
に
は
施
設
や
設
備
に
つ
い
て
指
定
要
件
が

あ
り
、
水
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
、
多
く
の
傷
病
者
に
対
応
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
や
簡
易
ベ
ッ
ド
の
準
備
、
食
料
・
飲

料
水
・
医
薬
品
な
ど
の
備
蓄
、
衛
星
電
話
の

保
有
、
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
へ
の
情
報
入
力
、
緊
急
車
両
の
保
有
な
ど

の
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
11
月
に
は
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員

養
成
研
修
を
受
け
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
に
備
え
訓
練
を
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
５
月
14
日
に
大
規

模
地
震
を
想
定
し
た
災
害
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
多
野
藤
岡
広
域
消
防
本
部
、
藤
岡
保
健

福
祉
事
務
所
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

病
院
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
１
２
０

人
が
参
加
し
、
多
く
の
傷
病
者
の
救
出
・
治

療
・
搬
送
の
優
先
順
位
を
決
め
る
ト
リ
ア
ー

ジ
の
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
建
設
中
の
新
病
院
に
は
免
震
装
置
が

設
置
さ
れ
耐
震
構
造
の
高
い
建
物
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
隣
接
地
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備

し
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
重
症

患
者
の
迅
速
な
受
け
入
れ
や
搬
送
が
可
能
と

な
る
予
定
で
す
。

公立藤岡総合病院ＤＭＡＴ（ディーマット）チームの紹介
　

D
M
A
T
と
はD

isaster M
edi-

cal A
ssistance T

eam

の
略
で
医

師
、看
護
師
、業
務
調
整
員
の
医
療

従
事
者
で
編
成
さ
れ
た
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。大
地
震
や

航
空
機
・
列
車
事
故
の
発
生
後
迅
速

に
現
場
へ
向
か
い
、一
人
で
も
多
く
の

命
を
救
う
た
め
の
救
命
医
療
を
行
い

ま
す
。

　

当
院
で
は
２
０
１
１
年
11
月
に
日
本

D
M
A
T
隊
員
養
成
研
修
を
受
け
て

D
M
A
T
指
定
医
療
機
関
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。今
後
も
いつ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、D
M
A
T
と

し
て
の
様
々
な
救
命
活
動
が
確
実
に

行
え
る
よ
う
に
訓
練
へ
積
極
的
に
参
加

し
、隊
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
って
い
ま

す
。
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災
害
拠
点
病
院
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

副
院
長
兼
安
全
管
理
セ
ン
タ
ー
長

設し

た

ら楽
　
芳よ

し
の
り範

５月14日に行った災害訓練風景

救急科医長　神
か ん べ

戸 将
ま さ ひ こ

彦
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日本呼吸器学会専門医／
日本内科学会内科認定医／
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JATEC・JPTECプロパイダー


